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１益丸海岸清掃を実施！２

　10 月 18 日（月），大崎土木会（代表：宮原晴
美さん）によるくにの松原海岸清掃ボランティア作
業が行なわれました。
　当日は，同会に所属する１４社の皆様に参加いた
だき，タイヤショベル・バックホー等の重機を使っ
て海岸に打ち上げられた大量の漂着物を回収，処分
していただきました。
　また，くにの松原内のウォーキングコースとして
利用される遊歩道も整備していただき，快適に歩け
るようになりました。

３ 大崎土木会がボランティア！
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　10 月３日（日），第１回持留校区ウォークラリー
大会が開催されました。
　このラリーは，地域との交流を深めようと，持留
公民分館と持留小ＰＴＡが共催で行ったものです。
　５班に分かれた子供たちは，自分の住んでいない
集落を，地図を頼りに目的の家を探しながら，歩き
回りました。
　目的地の家では，昔の道具を見せてもらったり，
昔の地域の様子を教えてもらったりと，とても楽し
い時間を過せたようでした。
　目的ポイントとして児童達を迎えた地域の方々か
らも「楽しい時間を過せた」「近くに子供がいない
ので，孫のようにかわいかった」など，とても好評
でした。
　参加した子供たちは，世代を越えた交流の大切さ，
自然のすばらしさなど，いろんなことを学びました。

　10 月 17 日（日），シルバー人材センターでは，
地域の高齢者が地域活性化に貢献することを目的と
して，益丸海岸清掃活動を実施しました。同センター
では，設立以来継続して，美化活動に取り組んでおり，
今回で１５回目を迎えます。
　宮本則男理事長は，「大崎町の大切な自然を守り，
会員の自主的な活動を通して会員同士の親睦を図り
ながら，更なる活性化のため活動を続けていきたい。」
と話されました。

地域と交流　ウォークラリー大会！
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